第１３回　第５部会（都市整備）

（第５回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成１９年１２月５日（水）午後６時００分～午後８時２０分
出席者：和田浩一、石亀裕、南部敏子、仲川弘誓、河村信義、荒木政博
事務局：企画Ｇ 五島主幹、山谷主査

内　容：１．前回会議の確認について

２．景観・緑化条例の位置付けについて
　　　　３．次回までの取り組みについて
　　　　４．次回開催日程について
配付資料：○資料１、○登別自然遺産（案）、○景観法（表紙カラー）、○東川町の事例
《会議内容》

１．前回会議の確認について

前回会議議事録により説明
　－質問なし－
２．景観・緑化条例の位置付けについて
　

●配付資料【資料１、景観法、東川町の事例】に基づき説明、

一部事務局補足

・これまで、都道府県や市町村がそれぞれ自主的な条例により独
自の景観行政を行っていたが、同一行政区域の中で二重の景観
行政を行う事態を避けるため、また強制力を持った規制・誘導
が行えるよう景観行政団体制度を設けた「景観法」が平成１６
年に制定された。
　　　・景観行政団体になることにより、法的位置付けが与えられた条
例（委任条例）や「景観計画」を定めることができる。
　　　・景観行政団体は、都道府県と中核市以上の都市が自動的になり、
それ以外の市町村は都道府県の協議・同意によりなることがで
きる。
　　　・道内では、自動的になる北海道、札幌市、旭川市、函館市、と
道から同意を得た小樽市、東川町、長沼町、美瑛町、清里町、
平取町の９市町が景観行政団体になっている。
　　　・二重に法の規制がかけられないため、９市町以外は北海道の定
める条例や景観計画の規制が掛かることになる。
　　　・北海道では、平成２０年４月に景観条例と景観計画を施行する
予定であり現在手続きを進めている。
　　　・道の規制内容は、【資料の表紙カラー８枚目】の別表第１，第３
に記載あるように、別表第１では届出を要する建築物、工作物、
開発行為の規模、例えば、高さ１３ｍ以上又は２０００㎡以上
の建築物、１０，０００㎡以上の開発行為を行う場合に届出が
必要であること、別表第３には、その行為に対する勧告・命令
基準を定めている。例えば、景観上重要な山地、歴史的・文化
的な遺産等の良好な景観資源に対して著しく阻害する規模の建
築物を建設するときには勧告しますよ、あるいは周辺景観を著
しく阻害する色彩を使用する場合は勧告します。といった内容
になっている。
　　　・また、緑化についても、建築敷地内や開発行為の区域内の既存
樹木は、可能な限り保存・移植することに配慮すること、伐採
する場合は補植や緑化に配慮すること、このとき重要な樹木を
伐採することにより周辺景観を著しく阻害する場合は勧告しま
す。など、緑化に関する事項も含まれている。
　　　・登別が景観行政団体にならない場合は、北海道の規制の適用を
受けることになるが、事業者から届出が道に提出されると、道
から市に対し地域の特性や周辺環境との調和の観点から意見照
会されることになる。①景観づくりに関する基本方針を定めて
いる場合、それに支障がないか、②建築等の行為により主要な
展望地からの眺望を遮る可能性が考えられるか、③行為地が多
くの場所から展望できる景観資源の近傍地であるかどうかの点
から回答することになり、主要な展望地、景観資源をあらかじ
め定めておく必要がある。
　　　・道内でいち早く中核市以外の市町村の中で景観行政団体になっ
た東川町の景観条例を【資料、東川町の事例検証】として配布
したが、その主な概要を２枚にまとめている。
　　　・東川町には、大雪山国立公園（特別天然記念物）、羽衣の滝など
の天然記念物や生活用水は全て地下水を利用しているなど、環
境・景観の点から保全しなければならない資源が多くあること
から、元々あった自主条例を景観法に基づく委任条例として改
正する、速やかな対応がなされたと思われる。
　　　・条例の特徴としては、環境基本条例、公害防止条例、不法投棄・
ポイ捨て及びペットのふんの放置防止条例、廃棄物の再利用及
び処理に関する条例、緑化条例がないことから、それらを包含
した作りになっている。
　　　○進む方向として、二つの選択枝がある。登別が景観行政団体に
なるかならないか、どちらかに進まなければならない。Aなら
ない場合は、北海道が定める景観計画、景観条例の規制内容が
適用される、Bなる場合は、市が法に基づいた条例、景観計画
を定め独自の景観行政を行うことになる。
●意見交換

・登別には自主条例はないのか。
・ない。
　　　・道の規制内容で網羅できない物が市にはあるのか。こういう物
があるから独自に守っていく、例えば、登別温泉地区は都市計
画法や自然公園法の網が掛かっているが、鉱山町は都市計画区
域外で建物が自由に建てることができるので、自然景観を損な
う恐れがあるため規制しようだとか。民間の建物で歴史的に貴
重な物があったとしたら、持ち主がその判断で改修や解体をし
てしまう、それを保全する規制が必要だとか。そういう物があ
れば登別が独自に進むべきと思うが、そうではない。
　　　・緑化を推進しましょう、美化運動をしましょうという条例化は
できると思う。
　　　・道の条例は、広範囲に規制が及ぶため、当たり障りのない作り
になるのではないか。
　　　・先進都市のように守らなければならない物があるのかどうかが、
市独自で進んでいくか判断する材料になるのではないか。
・鉱山町は自然に恵まれていて、歴史的にもいい物はある。

　　　・ログハウス村があることにより、川辺まで行けなくなってしま
い、残念だ。
・登別がどういう町なのかを考えたら、港、観光、工場の城下町
の面があるがパッとしない。
　　　・道の条例・計画の中で進んでいった方が良い。
　　　・守るより、文化を創っていかなければならない。規制も大事だ
が独自の物を創っていくべき。ふぉれすと鉱山は今それを行っ
ている。
・東川町の条例を見ると大変な作業になる。守る物も多いのだろ
う。登別は道の傘下に入って進んだ方が良い。
・登別って何もない。鉱山しかない大事にしていきたい。創って
いくという条例が良い。
　　　・網をかける、守るとしたら、鉱山なのか。
・繁栄していたときの鉱山から今は変わってきている。何かを守
るとしても方法がない状態だと思う。
　　　・道条例に基づくにしても鉱山町は漏れてしまう可能性がある。
・全国に発信できる物が無い。だから、条例により創っていくの
かと思う。
　　　・自然などを開発すると後で後悔する。壊した物は二度と戻って
はこない。開発事業を行政などがチェックできるような条文を
入れたい。
　　　・札内・鉱山でも、もっと観光客を呼び込める、地元が誇れる場
所として、どの様な景観地にするのか議論が出来る会の設置や
その結果を市長に提言できる仕組みを入れたい。
　　　・東川町の条例５３条に東川遺産の指定の条項がある。これを守
るんだだけではなく、町が保全・活用を図るためバックアップ
する体制がある。この仕組みも良い。
　　　・東川町には守るべき物が沢山ある、登別としては、道条例の傘
下に置き、開発事業をチェックできる体制を別に作ることが必
要だ。
　　　・景観だけを守るのであれば道条例だけでかまわないが、動植物
を守るような作りにはなっていないと思う。自主条例でそれを
縛ることが必要になってくる。
・規制をかけた場合、代替地だとかフォローアップできる制度を
入れることは可能か。
（事務局）・条例の中に、技術的、金銭的な援助項目を入れることは可能
だ。
・皆さんの意見をまとめると、道条例に基づいて進んでいくが、
道条例で網羅できない部分について自主条例として作っていく
方向が出されている。この方向性で進んでいきたい。
―一同了解―

・道の条例を理解しないといけない。
　　　・条例案、景観計画案を一度持ち帰って考えていただきたい。
　　　・条例は何種類も作るのではなく、まとめたものがいいと考え
る。東川町が良い例と思う。
・自然遺産について条例に位置付けたい。どの様に守っていく
のか、東川町の５３条は良いと思う。
　　　・チェックばかりだと、開発が出来なくなり市の発展が望めなくなる可能性がある。

・あまり厳しくすると好ましくない。
・自然遺産の話が出たので、【資料、登別自然遺産案】を見ていただきたい。
　　　・環境保全市民会議の部会の中で話が進められているが、景観・緑化条例と深い関わりがある。
　　　・部会のメンバーがこのチームに入り、一緒に考えていきたいと考えているがいかがか。

・守る物はあまりないと思う。視察ツアーでは、壊してはいけない物もあったと思うが、景観・緑化をこれから作り上げていくような条例の作りが良い。

・開発は発展のためには良いが、例えば、この木を切ることによりある種の鳥がこなくなってしまうなど、動植物に影響がある行為についてチェックする体制が必要と思う。
・夢は札内台地のパッチワークにある。市民がボランティア精神で行うような、市民のあちらこちらからそのような声が挙がっていく姿が望ましい。将来的にその様な団体が必要だ。
・条例の中にその様な団体の位置付けも可能と思うし、入れるべきと思う。
・景観でも動植物でも守るべき物は守って欲しい、一度失った物は戻らない。全てについてボランティア精神で行うのは難しいのかな。
・環境保全市民会議との連携は、このチームに委員としてではなくオブザーバー参加の方法もある。
　　　・ダブル部分が多く別々に行うのはもったいない。
・その中で、分科会を作れば良い。
・了解されたと言うことで、市民会議の方に話をしたい（１２月１３日環境保全市民会議全体会議の中で話をする）。
・先進事例の東川町の条例にも目を通していただきたい。

　　　・次回は、私なりにたたき台的な物を作ってみる。
　　　・環境基本条例に、自然遺産、景観、緑化の条項を盛り込み一本化することが、横のつながりが判り見やすくなると思うが、一つの条例にまとめることは可能か。
（事務局）・理想的な作りと思うが、環境基本条例は理念的な条項が多く、景観・緑化の部分が理念より踏み込んだ規制・勧告制度を設けた場合に、バランスが取れなくなることが考えられる。
・今日のまとめとして、
　　　　　①将来的には市が景観行政団体になり、景観法に基づいた条例の制定を目指すこととする。

②当面は平成２０年４月施行の北海道の景観条例の適用を受け進めていくが、道条例では網羅できない（不足する）部分について、地方自治法に基づく自主条例を作っていくこととする。
③自主条例としての柱は、景観（道条例の範囲外の部分）、緑化、自然遺産の３項目が中心になり、関連が強い環境基本条例との一本化も視野に入れる。
　　　　　④同じような取り組みを行っている環境保全市民会議と協力しながら進めていく。
　　　　　
３．次回までの取り組みについて
・リーダーは、たたき台を作る。
　　　・メンバーは、北海道条例案、北海道景観計画素案、東川町景観条例について読解しイメージ作りをしておく。
　　　・事務局は、道条例の情報収集に努める。
　　　・事務局は、登別市景観形成基本計画、登別市緑化計画、登別市都市計画マスタープランに盛り込まれているイメージを、一つにまとめ図化すること。
４．次回開催日程について
　　基本的な開催日は、毎月第１，第３水曜日とする。

　　１月は、特例として
　１月２３日（水）、午後６時から、市役所２階第１委員会室

　で行う。
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